
 
ウイルタのやじろべえ 

 
サハリン島の少数民族（しょうすうみんぞく）ウイルタの人たち

のやじろべえをつくってみましょう。しっぽのところでつりあう

のがとくちょうです。 

 

材料 

 厚さ 3mmのいた （11cm×5cm） 

 たけひご ２本 

 おもり 2個 （大きなビーズや紙ねんどなど） 

 

道具 

 えんぴつなど（かたをうつすのにつかう） 

 いとのこ 

 きり 

 

つくり方 

① いたに「かた」をうつします。 

② かたのとおりにきりぬきます（おとなのひとにやってもらいましょう） 

③ たけひごにおもりをつけます 

④ いたのしるしのところにたけひごのさきがはいるくらいの穴（あな）をきりあけます 

⑤ いたにたけひごをさして、しっぽでつりあうようにバランスをとります 

  バランスはひごのひらきかたでちょうせいしてください 

 

 


